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IAEAは、2026年1月付保障措置技術報告書 “Enhancing Capabilities for Nuclear Verification” (STR-410)で、外部支援が不可欠な17の最優先分
野、目標、必要な支援を特定した。その概要は以下のとおり。 https://www.iaea.org/sites/default/files/enhancing-capabilities-for-nuclear-verification-resource-mobilization-priorities.pdf

目標 最優先分野 支援

すべての施設・活動に
対する効果的な保障
措置アプローチの確保
(V.6)

先進炉（SMR及びマイクロ炉を含む）に効果的かつ効率的に保障措置アプローチを実施する能力(V.6.C2) ①,⑤,②
ウラン濃縮施設に対して、より効果的かつ効率的に保障措置を実施する能力(V.6.C5) ①,②,④
軍事用（海軍）及び原子力船舶(naval and maritime propulsion)並びに浮体式原子炉(floating reactors)
に効果的かつ効率的な保障措置アプローチを実施する能力(V.6.C8) ①,②,④

現地での計測・計装能
力の強化(T.1)

査察官の立会いを要することなく輸送キャスクの位置を確実に追跡・監視し、知識の連続性を維持する能力(T.1.C1) ①,②,⑤,④
次世代の保障措置機器を用いて、使用済燃料の部分欠損検認を効率的に実施・評価する能力(T.1.C4) ②,⑤

試料分析における感
度、信頼性、及び適時
性の向上(T.2)

環境試料中のウラン(U)及びプルトニウム(Pu)の年代を分析技術と評価手法により特定する能力(T.2.C2) ⑤,③,④
適切な品質管理(QC)・品質保証(QA)の手法及び認証標準物質を用いて、サイバースドルフ保障措置分析所(SAL)を
含むネットワークラボ(NWAL)の試料分析（特に粒子分析）の品質を確保する能力 (T.2.C5) ①,⑤,③

重要な保障措置機器の適時更新、既存のNWALの能力向上、新規ラボの認定を通じて、NWALの環境試料分析能
力を維持・強化する能力(T.2.C8) ①,⑤,②

・(  )内のアルファベット・番号：IAEAの識別番号
・支援の種類

① 財政支援: 資金提供による拠出
② 連携(Collaboration):会議、ワークショップ、研修等を通じた専門家との協議や意見交換、並びに試験・訓練用施設へのアクセス提供
③ 専門人材: コストフリー専門家(CFE)、ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー(JPO)、又は一時的なコンサルタントの受入れ（派遣）
④ R&D:保障措置への適用可能性を有するアイデア、手法、技術、ツール、及びその他の革新的な取組に関する調査や試験を含む、探索的又は開発的な性質を持つ研究開発活動
⑤ 設備・物質(Equipment & Materials): 設備、標準物質、二次標準物質(ワーキングスタンダード、標準物質メーカーが提供する認証標準物質に代わるもの)、及びその他の有形資

産の提供又は移転
（2026.05.27更新）
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目標 最優先分野 支援

セキュアで強靭性があり、
適応可能な保障措置IT
基盤の維持(T.3)

各国が核物質の計量報告を効率的に提出・精査し、追加議定書(AP)に基づく申告を行い、SG局と連絡を行う能力
(T.3.C2) ①,③,④

AI/ML（機械学習）を含む高度な分析を可能とするツールを提供し、検認活動を支援する能力(T.3.C5) ①,③,④
効果的かつ確実(secure)なデータ共有と統合を実現するため、最新のデータアーキテクチャに基づくデータサービスを提供する
能力(T.3.C6) ①,③

遠隔監視の利用拡大
(T.6)

将来の監視システムで使用されるカメラに対し、次世代の機能（例：光学カメラに依存しない監視や気候条件の影響を受け
にくい性能）を導入する能力(例：音響、振動、赤外線、熱、レーダー等) (T.6.C2) ①,⑤

リモートセンシング技術の
高度化の活用(T.7)

オープンソースから得られる衛星搭載センサーデータを活用する能力（合成開口レーダー(SAR)データの処理並びにマルチスペ
クトル・ハイパースペクトル・熱赤外データの解析を含む) (T.7.C1) ①,④,③

組織の強靭性(レジリエン
ス)の強化(M.4)

重大な災害(破壊的な大規模サイバー攻撃、重要インフラの物理的喪失、サプライチェーン及び輸送の途絶)の際にも、保障
措置結論の継続的な導出に不可欠な重要業務を維持するための事業継続・業務復旧能力(M.4.C2) ①,③,④

データガバナンスの強化
(M.5)

データセントリック・アプローチを支援するため、業務の自動化及びAI等を活用した高度分析の手法・ツールをより効果的に活
用する能力(M.5.C3) ③,④,①

国家の保障措置能力の
強化(S.2)

国内計量管理制度(SSAC)/保障措置実施当局(SRA)の能力強化を図るとともに、その進展状況を監視・評価する能力
(S.2.C1) ①,②

組織の知識の蓄積と継
承(W.3) AI/MLやデータ統合の進展を含む情報技術分野におけるSG局職員の知識・理解の向上を図る能力(W.3.C6) ①,③

・支援の種類
① 財政支援、②連携(Collaboration)、③専門人材、④R&D、⑤設備・物質(Equipment & Materials)、④R&D、⑤設備・物質

（2026.05.27更新）




